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平成30年３月橋本市議会定例会会議録（第３号）その５ 

平成30年２月20日（火） 

                                          

○議長（岡 弘悟君）順番10、11番 田中君。 

〔11番（田中博晃君）登壇〕 

○11番（田中博晃君）皆さん、こんにちは。

ちょっと昼の眠たくなってくる時間なんです

けれども、一般質問をしたいと思いますが、

その前に一言。私たち議員はこの一般質問を

通じて、市民の要望であったり、こないやっ

たら橋本市がもっとようなるんと違うかなと

か、ときには突拍子もないことを言うて、こ

の一般質問に意味があるんかと思われるとき

もあるかもしれないんですけれども、やっぱ

り議員は一生懸命やっています。その中で、

やはり一つ一つすり合わせとかをやっていく

中で、市も答弁とかもきっちり返してほしい

んです。 

 例えば、今回、私は２項目とも経済部の質

問ですけれども、答弁が１㎜も載っていない

から修正してほしいと要望も出しました。私

がこういうことをしゃべりたいんやというの

も答弁書に載ってくることもありました。こ

ういうのはやめていただきたい。 

 それと、今回だけではないですけれども、

過去にも何度も再質を聞かれて、こういうこ

とを考えていますと言ったら、それが当日、

答弁で返ってきている。そんな話は聞いてへ

んでと、これ、皆さんあると思うんですよ。

やっぱり私らも一生懸命やっていますので、

その辺だけは何とかしてほしい。やってほし

くない。これは強く要望して、通告に従い、

一般質問を行います。 

 今回は２項目です。 

 まず、一項目め。進出企業の採用予定公表

についてです。 

 企業誘致による進出企業により地元採用が

多くなることは、本市にとっても非常にあり

がたいことである。昨年は、地元高校で就職

説明会が開催されたことにより、高校生から

も、こんな企業が地元にあったんや、就職の

選択肢が増えたとの話を聞き、進出企業の認

知が進んできたことは、今後の企業誘致にプ

ラスに働く面が多いと考える。 

 また、一部企業では採用人数が多く、結果、

採用枠が埋まらなかったとの話も聞く。その

一つに、本市出身で県外の学校に通う学生に

は、採用情報がほとんど届いていない現状が

あると考える。企業誘致の目的に市内での雇

用確保だけでなく、進学等により市外に出た

本市出身者に、本市に戻ってきて就職してほ

しい。市外、県外から就職をきっかけとして

本市に移住してほしいという思いもあったと

認識している。よって、若者の雇用確保や移

住・定住の一助になればと考え、以下の質問

を行う。 

 １、企業誘致の目的を簡潔に。 

 ２、県外、市外から進出企業への通勤者に

対する移住・定住対策について。 

 ３、進出企業の採用から見た移住・定住対

策について。 

 ４、企業合同説明会開催について。 

 ５、採用情報のホームページ等掲載につい

て。 

 次に、二つ目です。本市にしかできない観

光政策。 

 高野山麓ツーリズムビューローが設立され、

民間の地域活性化による個性的な着地型観光

に期待が集まると同時に、本市がどのように

かかわればより効果が現れるか考えることが

多い。こと、市内に目を移すと、さまざまな

集客施設の活用や都会に一番近い田舎の本領

を発揮できそうな夜間の暗さに、私個人は注
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目している。 

 また、ＳＮＳでの観光情報発信に力を入れ

るとの市長の話を聞いたこともあり、本市の

情報発信方法に興味を持つと同時に、クラウ

ドファンディングにも生かせるのではと考え

る。民間と行政が一体化し情報を共有するこ

とで、本市にしかできない観光政策があると

考え、過去の質問の進捗を含め、以下につい

て問う。 

 １、さらなる集客アップのための集客施設

連携マップ作成について。 

 ２、市民より本市ＰＲ動画を集めてみては。 

 ３、市民より本市ＰＲ写真を集めてみては。 

 ４、星空の見やすさランキングについて。 

 以上、明確な答弁をお願いします。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君の質問項

目１、進出企業の採用予定公表に対する答弁

を求めます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済推進部長（笠原英治君）進出企業の採

用予定公表についてお答えします。 

 まず、本市の企業誘致は、若者の働く場所

を確保し、本市に定住していただくとともに、

ほかの地域から移住していただくことを主な

目的として進めています。 

 次に、進出企業の通勤者及び採用者の現状

と、これらの方への移住定住推進施策につい

てですが、現在、操業中の誘致企業28社では、

京奈和自動車等のインフラ整備により本市へ

のアクセスが向上し、市外からの通勤者が約

320名となっています。また、既存の工場から

の配置転換により本市へ転入された方は約40

名となっています。進出企業の採用に関して

は、新工場の操業に合わせて問題なく稼働で

きるよう、事前に従業員を採用し、既存の工

場で研修を行い、新工場へ配置する傾向があ

ります。今後、操業企業の増加に伴い、通勤

者の中で転入を希望する方も増加すると予測

され、進出企業に対し、転入夫婦住宅取得補

助金やわかやま空き家バンク制度などの情報

提供を行い、定住移住促進につなげていきた

いと考えています。 

 次に、企業合同説明会については、昨年７

月に県立紀北工業高等学校の就職を希望する

３年生約120名を対象に、誘致企業12社による

合同企業説明会を開催しました。その結果、

参加企業６社のうち12名の内定をいただいて

いると聞いています。来年度はより多くの方

の就職を願い、和歌山県と協力して説明会対

象の高等学校の範囲を拡大して開催する方向

で調整しています。 

 最後に、採用情報のホームページ等掲載に

ついて、現在、シティセールス推進課におい

て新卒者向けの市内企業の採用情報を掲載し

ています。また、和歌山県のＵＩ和歌山就職

ガイドに情報を掲載するなどして、ＵＩター

ン希望者への情報提供についても取り組んで

います。 

 今後は、誘致企業を含む市内企業の人手不

足が大きな課題になると予測されることから、

ホームぺージ等の活用はもちろん、積極的に

広く市内企業の採用予定情報を周知する手段

を講じてまいりたいと考えています。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君、再質問

ありますか。 

 11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）答弁ありがとうござい

ます。今、質問に対してはほぼほぼやってく

れるということなので、余計なことを聞いた

らあかんのかなとも思いながら、ちょっと聞

いてみたいんですけどね。今、橋本市は移住

定住ということで、すごい力を入れてやって

くれています。一方、企業誘致でも同じこと

をできると思うんですよ。今、答弁でも触れ

られていたんですけれども、約40名、こっち
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へ来た人がおって、それは40名なのか、もし

かしたら家族もついてきているところもある

かもしれないんですけれども、やっぱりわか

りにくいという話も聞くんです。今、橋本市

がどういう政策を持っているんかなとか。も

ちろん新婚世帯の住宅補助みたいなことをや

ってくれというんじゃなくて、もっとわかっ

てもらえたら、今、通勤してくれている人も、

もしかしたら橋本市へ住んでくれるかもしれ

へんという部分で、もうちょっと積極的に市

の情報を発信していってはどうかと思うんで

すけども、いかがですか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）ここ最近、比

較的大きい企業との調印式が行われておりま

すし、多分、今年、さらに大きな会社とも調

印ができるものと思います。そういったとこ

ろは非常に従業員も多いです。そういったと

ころから、現在は進出企業へ、市の情報とし

て広報紙なんかを送付しておるわけなんです

が、今後はそれにあわせて、移住のガイドブ

ックなどの移住情報を定期的に提供させてい

ただいたり、市のシティセールス推進課で移

住相談窓口を配置しておりますので、そうい

ったところを利用いただいて、進出企業の従

業員へも移住定住を促していきたいなという

ふうに考えております。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）よろしくお願いします。

ほんまに新婚のほうもなかなか集まりにくい

と思うし、ただ、ほんまにこっちへ来てくれ

とる人がおるんやったら、そこを狙うのも一

つなんかなと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 それと、次に、説明会、県と合同開催とい

うことなんですけれども、まだ時期とか場所

というのも県との協議もあるので決まってい

ないかと思うんですけれども、だいたいの時

期と場所。橋本市内で考えているよとか、で

きればこの辺でしたいんやという、そういう

ようなほうに持っていけそうですかね。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）進出企業との

具体的な合同就職説明会の日程については決

まっておらんわけなんですが、伊都管内の高

校の進路指導の担当の先生といろいろお話を

させていただいたところ、企業説明会に生徒

たちが参加していただけるという、そういう

方向性を回答としていただいております。 

 今後、時期とか場所については詰めていき

たいなというふうに考えております。予定で

は、昨年７月に壇上で答弁したとおり行った

んですが、今年も７月ぐらいをめどに考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）よろしくお願いします。

あと、市でも、先ほど部長が答弁いただいた

中でも、今年もまた大きい企業が来るかもし

れへんよと、一部新聞とかで先に出たことも

あったかと思うんですけど、将来、橋本市だ

けでひょっとしたら、採用枠埋まれへん。去

年も一部埋まれへんかったとかと聞いていま

すけれども、埋まれへんなる。でも、もとも

と企業誘致のときには、豊富な人材であった

り、土地の安さであったり、あと、交通の便

がええよというようなことやったんですけど

も、そのあたりを考えて県内外を問わず、今、

橋本市、伊都、去年は紀北やったかな。本年

度は橋本市、伊都、それ以外の近隣、もしか

したら県をまたぐかもしれない、もしかした

ら和歌山市はもっと南のほうへ行くかもしれ

ないんですけれども、そういうところも、積

極的にやっていかれたほうがいいのかなと思

うんですけれども、いかがですか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 
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○経済推進部長（笠原英治君）人手不足につ

きましては、進出企業であったり、既存の企

業にとっても、これから大きな深刻な課題に

なってこようかと思っております。進出され

る企業のお話を聞くと、人手不足ということ

は地方に限ってはないでしょうから、こちら

へ来ましたと、そういうちょっと厳しいお話

もいただいたりしておるわけなんですが、市

長の指示もありまして、伊都管内の高校だけ

ではなくして、和歌山市や紀北方面の高校に

出向いていって、進路指導の先生方と積極的

に調整しながら、こちらのほうへの雇用を求

めていきたいというふうに考えております。 

 県外の近隣高校についても、これから誘致

状況等の説明が必要になってこようかと思っ

ておりますので、そういったところについて

も今後取り組みたいと考えております。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）特に、奈良県とか、大

阪でも南部やったらほんまに近いんで、そう

いうところも積極的に情報発信さえしていた

だけたら、もしかしたらこっちへ来てくれる

人も増えるかもしれないので、よろしくお願

いいたします。 

 それと、もう一個の問題が、今のともちょ

っとかぶるんですけれども、どうしてもこの

辺で住んでいる子というんかな、高校を卒業

して、大学であったり、専門学校とか、高専

とかって行く子もいてるんですけれども、そ

の子たちに情報がほとんど届かないんです。

確かに県の冊子もありましたけど、あれはタ

イムラグが結構あるので、ちょっとすぐ使え

るものでもありませんし、今、市が一部のっ

けていただいています、これは進出企業だけ

じゃなくて既存の企業ものっけてくれていま

すけれども、そこというのは、これ、いつの

情報かすごいわかりにくいものですよね。や

っぱりその辺を考えて、来年度というんか、

次の就職が始まるころに、やはり市のホーム

ページを積極的に利用して、情報発信、橋本

市はいろんな意味で情報発信が弱いと思うん

ですけれども、その情報発信をやっていって

いただきたいんですけれども、いかがでしょ

うか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）今、議員のほ

うからおただしがありましたように、確かに、

市のホームページ上で、進出企業も含めた就

職情報というのを載せてはおるんですが、確

かに、その更新も定期的に行っておるもので

もございません。そういったところから、き

っちりこれからは定期的に企業の就職状況、

特に進出企業の情報というのを、しっかりこ

ちらのほうで調査して、掲載していけるよう

に、秘書広報課なんかと調整していきたいと

思っております。 

 なお、今、実は進出企業の採用情報、これ

は31年度の採用状況について調査させていた

だいておるわけなんですが、ここの部分につ

いては、できるだけ３月中に掲載していきた

いというふうに、これは当然、秘書広報課と

調整しながら行っていきたいというふうに考

えております。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）大学とか、今どんどん

早くなっていますので、実際、大学３年生の

子はかなり動かれています。ええかどうかち

ょっとわからんのやけども、動かれているの

で、できるだけ早い段階で情報を出してあげ

て、もしかしたら、やっぱりこっちへ帰って

きて就職したいんやと、大学とかはよそへ行

ったけれども橋本市へ帰ってきたいんやとい

う子もいてると思うんで、その子たちの目に

届くようにしていってほしいので、今、３月

上旬にはということもいただきましたので、

よろしくお願いいたします。 
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 また、次の問題がホームぺージでの公表な

んですけれども、どうしても、うちのホーム

ぺージ、新着情報とかも、どんどん下がって

いってしまうという難点があります。市も政

策で、やっぱり企業誘致というのを進めてき

た上で、採用の場所、採用情報も私は進めて

いくべきやと、採用情報をのっけるというん

かな、わかりやすく載せるという部分は必要

だと思うんです。 

 そこで、提案。これは厳しい答えが返って

くると思うんやけども、例えば、３月から７

月、８月ぐらいまではここにバナーを張って、

そこに新着の、今の採用情報が載っていると

かね。そういうことをホームぺージのほうで

できれへんかなと思うんですけれども、いか

がでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（上田力也君）地方でもこれ

だけ雇用不足という、こういう状況になって

いると。これから今後についても、こういう

傾向というのは続くものかなと。その一方で、

政策で企業誘致をしていくということで、私

どももできるだけホームぺージ等を通して、

採用情報というのを伝えていく必要があるの

かなというふうに思っております。 

 それと、今、バナーの提案をいただいたわ

けなんですけども、今現在、橋本市のトップ

ページが割と混雑していまして、新たなバナ

ーをつくるというのは逆にわかりにくいとい

う部分もございますので、やっぱり大きな政

策ということもありまして、ホームぺージの

トップにスライドバナーというのがあるんで

すけども、これを期間限定とはなるんですけ

ど、トップページの一番上のでっかいスライ

ドバナーに、その情報を張りつけていけるの

かなというふうに考えております。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）思ったより良かったの

で良かった。もうちょっと難しいことを言わ

れるんかなと思って、詰めらんなんかなと思

ったんですけれども、スライドの、今ちょう

どインターネット政策モニターやとか、上に

出ているところだと思いますので、もちろん

期間限定は仕方ないと思いますが、ぜひ、目

に触れるきっかけをいっぱいつくっていただ

ければと思います。 

 一つ目、終わります。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目２、本

市にしかできない観光政策に対する答弁を求

めます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済推進部長（笠原英治君）本市にしかで

きない観光施策についてお答えします。 

 まず、一点目の集客施設の連携マップにつ

いては、以前にも一般質問をいただいており

ながら実施はできておりません。高野山麓地

域を訪れる観光客に本市の魅力を知っていた

だくため、本年度、高野山麓アクセスバスの

運行に合わせて、「大正浪漫薫るまち高野口」

と題してキャンペーンを実施し、高野口町の

観光施設などのグルメマップとまち歩きマッ

プをセットにしたパンフレットを作成しまし

た。 

 今後、高野山麓の広域エリアで観光客のニ

ーズに合った内容により、集客施設の連携マ

ップを作成したいと考えています。 

 次に、二点目と三点目の市民より本市ＰＲ

動画や写真を集めてはとのおただしですが、

以前の一般質問で議員から提案いただいた取

り組みは行っていませんが、橋本市の魅力を

ＰＲするため、秘書広報課では市民の方との

協働で、紙芝居動画などの配信をしています。 

 また、シティセールス推進課では、平成29

年度より橋本市の公式のインスタグラムを開

始し、ハッシュタグキャンペーンを実施する
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などにより周知するとともに、市民の方から

の投稿を呼びかけ、広く橋本市をＰＲしてい

ます。これらの取り組みにより、市が主体と

なり市民の皆さまと協働で市の魅力を発信し

ているところです。しかしながら、まだまだ

認知度は低いという認識があり、より多くの

市民の方が参画できるような仕組みを考えて

いきます。 

 次に、四点目の星空の見やすさランキング

についてですが、長野県阿智村が平成18年度

に１位を獲得し、日本一星がきれいな村とし

て観光客の誘客に成功しています。現在、環

境省では、星空観察の推進手法に関する検討

会が開催され、観察手法や客観的評価の検討

をされているようです。本市においても、市

民の皆さまに参加を呼びかけるとともに、星

を観光資源とした地域の活性化方法を検討し

ていきます。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君、再質問

ありますか。 

 11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）１個目のマップのやつ

なんですけど、これ、私、27年の３月に一般

質問をしました。そのとき、部長のほうから、

集客施設からそのほかの観光施設までの距離

であったり、所要時間であったり、真ん中に、

例えば、地場産業振興センターやったらそれ

でもいいんですけども、そこから国城広場ま

で何㎞何分とか、簡単なやつでいいんですけ

れども、そういうのをつくってはどうかとい

う提案をしたところ、お客さま目線で立った

利便性の高いマップを作成するということは

各施設を周遊していただけますし、非常に有

効であると思います。この件については積極

的に対応していきたいと思います。で、３年

たちました。 

 時間がかかったのはしゃあないと思うんで

すけれども、私たちもやっぱり旅行とかへ行

って、例えば、どこかの駅で、あと１時間あ

るわとかとなったときに、そういうものが目

について、ここから５分で行けるんやったら

ちょっと寄ってみようか。それで、結果的に、

そこへちょろっとでもお金を落とすことにも

なります。橋本市の場合は、せっかく集客施

設で、今、紀望の里にしてもそうですし、く

にぎ広場にしてもそうですし、そこそこ人が

集まっているという状況なので、そこがお互

いリンクできるようなマップを、ぜひもうそ

ろそろ急いでつくっていただきたいなと思う

んですけれども、そのあたり、やってくれる

と言うとったけども、いけますよね。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）壇上でも答弁

させていただいたとおり、そういうお話をさ

せていただいときながら、いまだに実施させ

ていただいていないのは本当に申しわけない

ことなんですが、現在、12月補正で可決いた

だきました広域連携マップを作成中でござい

ます。そのマップの中で、主要集客施設間の

距離とか時間がわかる、そういったマップ等

をできるかどうかを検討しておる最中ですの

で、もう少しお待ちいただきたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）そこから時期も動いて

いるし、次の手段があるよということであれ

ばそれでもいいんですけれども、やはりやる

ことで人の動きができて、新たにお金が落ち

るというのも考えられるので、お願いします。 

 これは、今、向こうでという話もあったん

ですけれども、例えば、私、ずっと今、考え

ていますのが、市長も政策で市民協働という

のも訴えられていますけれども、こういった

マップも、情報提供して市民から集めてもえ

えんかなと。市民につくってもらうのも一つ

じゃないかなというふうな考えもあるんです

けれども、違う答弁やったんですけども、そ
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っちの今考えているほうでうまいこといけへ

んかったときは、そういった技もあるんと違

うんかなと思うんですけれども、いかがでし

ょうか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）現在作成して

おる広域連携マップにつきましては、行政間

だけの調整で作成しておるんではなくして、

当然、関係しておる自治体であったり、観光

協会、いろんな団体のご意見を聞きながら作

成しております。市民から広くそういったこ

とを募集してはというお話もあるんですが、

今、インターカレッジコンペティションで、

大学からもいろんな提案をいただいておりま

すので、そういったことも参考にさせていた

だいておるのは事実でございます。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）その辺もわかっていた

ので言うてみたというか、そういうのもある

よという提案だと受けとめていただければと

思います。 

 あと、このマップというのも、やはり置く

場所というのはすごい大切だと思います。今

からつくるので、時期についてはまだ時間が

かかるのはわかっておるんですけれども、以

前も、市内だけではなくて、例えば、高野山

というお話もさせていただきました。それは

何でかというたら、そこに人が集まっている

から。帰り寄ってくれるんと違うかという考

えです。最近はそういうこともやっていただ

いていますし、例えば、夏場やったら、丹生

川へ遊びに行った人が、道の駅に寄って帰り、

それを見て、風呂に入って帰ろうかという人

も出てくるかもしれへん。そういったのもあ

るんですけれども、市内の集客施設や民間の

施設はもちろんのこと、市外にもできた後の

配布、広域でつくるとなれば置きやすいと思

うんですけれども、そういったことも考えて

いってはもらえないでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）当然、現時点

で集客力のある大きな施設については、そこ

へ積極的に配布していきたいと思っておりま

す。それと、やっぱり鉄道、道路、そういっ

たアクセスの拠点となる鉄道駅であったり、

道の駅、そういったところにも積極的に配布

させていただく予定をしております。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）市外のところは先方も

あることなので、先さんの了承も要るという

ことですけど、そういったところも、橋本市

だけじゃなくてよそへ広げることで、まず、

こういう橋本市の集客施設をＰＲできる。そ

の結果、人が来てくれるというのは、一つの

手段としては大変有効だと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 次は、動画と写真、答弁もほぼ同時やった

んで、ほぼ同時に質問というかしますけども、

これは私が思っているだけかもしれないんで

すけれども、市長は以前より橋本市を世界中、

日本中に売っていくんやというお話をされて

います。その中で、私はシティセールス推進

課は、そのためのほんまの営業の一番の部署

やと思うんですけれども、今どうしても既存

のイベントとかがようけあって、それの事務

局的な役割で、言葉は悪いかもしれないです

けれども、イベント屋になってしもているん

かなというような、私はそういう気がしてい

ます。 

 それやったら、市のＰＲの動画であったり、

写真であったりというのを市民から集めては

どうか。これは29年３月のときにそういう話

をさせていただいております。やはり市民目

線で集めたほうが、よりおもしろいものが集

まるんと違うんかな。例えば、うちの前の道

かもしれない。29年３月で、議長ね、一般質
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問でアニメのことをされていましたけども、

そのときもポストの話がありましたよね。そ

ういうのも、どこかで引っかかるかもしれな

い。市民だからこそおもしろいものを探して

くるんと違うんかなというような気がしてい

ます。そういった意味での市民から集める方

法、そのやり方とか手法というのはまだいろ

いろ詰めていかんなん部分はあるかと思うん

ですけれども、そういったことをしていった

ほうが本当の市民協働の一つになると考えて

おるんです。そのあたり、何か形をちゃんと

つくっていけると思うんですけれども、いか

がですか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）壇上でもお話

をさせていただきましたとおり、現在、橋本

市がインスタグラムでＳＮＳの情報発信をし

ておるわけなんですが、写真であったり、動

画の収集に関しましても、市民や観光客にこ

のインスタグラムで、例えば、橋本観光とい

うハッシュタグをつけて、つけてもらって投

稿をしていただく。そういうやり方もあろう

かと思います。ハッシュタグを検索すること

で観光動画集ができたりしていくと思います。

たくさん投稿していただいた中でも、いいね

の数が多かったり、人気の高い良い素材があ

れば、投稿者の了解を得て、そういったもの

を観光素材として利用できていくのではない

かというふうに思います。 

 インスタグラムなんかを利用するといいの

は、行政と投稿者だけと違って、それを見た

個人同士でお互いやりとりしながら、それを

また違うところへ投稿していただける、いろ

んなプロモーションにも使っていただく、そ

ういうことが可能かと思います。そういう意

味からも、市民が自発的に本市の魅力をハッ

シュタグをつけて投稿してもらうことであっ

たり、観光場所とか名所で共通のハッシュタ

グの投稿を呼びかけていく、そういったこと

を積極的にやっていきたいというふうに考え

ております。 

 先だって、これもインターカレッジコンペ

ティションで１位になった信愛女子短大が、

学内にインスタ女子部をつくっていただける

ことになりました。これはまた18番議員から

も多分ご質問をいただけるので、そのときに

詳しく説明させていただこうと思っておるん

ですが、そういった若い女性の意見もしっか

り取り入れて、発信していって、そういった

動画、写真を取り込んでいきたいなというふ

うに考えております。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）今やっているインスタ

については、すごいいい試みだと思います。

それには何の反対もないんです。ただ、私と

して思っているのは、やり方の問題なのでい

ろんな方法論の違いはあるかもしれないんで

すけれども、どうしてもインスタで投稿され

た写真というのは、その所有権というのは先

さんにありますよね。 

 じゃなくて、私が思っているのは、市がも

らったらええやん、その写真。例えば、ホー

ムぺージのどこかから投稿できる箱をつくっ

ておいて、そこに写真を入れてもらう。仮に

動画でもいいんですよ。例えば、そのときに

肖像権の問題等、人が写っているのはあきま

せんよとかというルールは要りますけれども、

そういうのをまずつくる。そういう素材を橋

本市が権利ごともらって、その素材を味つけ

するのがシティセールス推進課なんかもしれ

へんし、秘書広報課なんかもしれへんしとい

うところなんです、私の考えは。 

 ですから、例えば、風景、道とかいろんな

やつありますけども、一旦、市のものにもら

おうよと。そこから広がるところ、例えば、

たしか前、それこそ29年の３月のときの部長
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答弁でも、これは議長のときの答弁なんです

けど、最近はなかなか資金的に厳しいので、

ローカルな写真をとってきて、それを背景に

生かしているという手法。お金がかからんよ

うに、アニメ制作会社はやっているというお

話がありました。確かに今、多いです。写真

を探している。その写真を探す最初が、ホー

ムぺージやったりします。で、例えば、花で

あったり、風景であったりというのは、結構、

いろんな自治体がのっけていますが、どうし

ても通り一辺倒なものになってしまいがちな

ので、そうじゃないところを集めていくのは

どうかというのが私の考えなんです。 

 きのう、市長、16番議員のときの最後の答

弁でも、今、写真や動画についてはやるよう

に指示を出しているよ、積極的に通り一辺倒

なものはあかん、おもしろいものをというよ

うなお話をされていましたけども、まさにそ

のとおりだと思うんです。ですから、写真、

動画、ルールは別として、そういう集め方を

して味つけする。それがシティセールス推進

課であり、秘書広報課の仕事だと思うんです

けども、それを使いやすいような場所をつく

ってみませんかという提案なんですけども、

いかがですか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）昨日、市長の

ほうからも答弁させていただきましたとおり、

ホームぺージでいろんな動画、写真を募集し

て、果たしてどれだけ集まるか、またその中

からいいものがそろってくるかということを

考えると、全国たくさんある自治体の中で、

はっきり言ってそんなに大きくない自治体に、

どれだけ全国の皆さんが興味を持っていただ

けるかということを考えると、僕は情報発信

の拡散力の高いＳＮＳのインスタグラムでま

ず集めて、今、その了解というふうに言って

いたんですけど、議員ご存じのとおり、いい

ねをいただいた相手とか、投稿をいただいた

相手に、ほぼデータで了解いただけますかと

いう内容でインスタグラムなんかはいけるよ

うになっておりますので、一々電話したり、

郵便で確認したりとか、そういう必要もない

ですし、まずはインスタグラムで写真集をつ

くって、いい素材を整理して、その中で了解

をいただいてプロモーションに使っていける、

そういう形を今はつくっていきたいと思って

おります。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）その辺は考え方が違う

ので仕方ないんですけれども、私が思ってお

ったのは、例えば、そういう素材の写真なり

動画をいただいた。将来、市のＰＲビデオを

つくろうと思ったときに、その素材に味つけ

をして、それをまず動画で流す。これは以前

からずっと言っているんですけれども、スト

ーリー性をつくろうよという話。それをクラ

ウドファンディングにつなげていくというの

も一つだと思うんです。そのための材料を集

めたい。それがインスタ、それはありです。

それ以外にも、インスタをやってない人から

集める方法もあるんと違うかということで、

今の提案をさせていただいています。 

 やっぱり何でもそうなんですけど、聖地巡

礼ってあるんですよね。以前も、たしか「の

んのんびより」の話をしたと思うんです。こ

れはかつらぎ町の天野の風景を利用している

アニメです。これでも人は集まっていますし、

今、それで検索をかけたら、やっぱり聖地巡

礼をした方の写真は載っています。そんなん

でもやっぱり人は集まっている。それも道端

です、やっぱり。 

 私自身も個人的な趣味で、それこそゴール

デンボンバーの追っかけとかをして、ミュー

ジックビデオの場所を見に行ったりするんで

すよ、47のおっさんが。でも、現地へ行くで
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しょう。私だけじゃないんです。やっぱり来

ているんです。だから、そのきっかけになる

ものを市が持っていたらいいなと。この後、

インスタの後に、もしかしたらそういうのを、

フリー素材として市が発信できる材料をつく

ってくれるのかもしれないんですけれども、

仮にフリー素材をつくって、市内の、例えば、

飲食店がメニューに使うよ、それもありやで

とかね。そこまでのことができたら広がりっ

てすごい大きいと思うんです。そのあたりは

どうでしょう。そういうこともできる方向で

考えていけますかね。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）私が27年度に

こういった内容について答弁させていただい

た時代は、まさかインスタグラムとか、ライ

ンアットが、２年後に橋本市が積極的に活用

できるとは、正直ここまでとは思っていませ

んでした。これだけ情報社会が日進月歩で進

んでおるということから考えると、これから

どういう状況になっていくのかというのは、

私自身も想像がつきません。そのときそのと

きに応じて新しい手法を検討するのは、これ

は必要だというふうに私は考えております。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）部長が考えてくれてい

ます、考えていますと言われても、その答弁

はどっちなんやろうと考えてしまうんですよ

ね。部長は考えているけど違うんかどうなん

かという、その辺もあるんですけども、確か

に今、部長がおっしゃられたとおり、ちょっ

と前、３年、４年ぐらい前までの議会でツイ

ッターどうこうと言ったら、結構全否定でし

たよね、あのころは。 

 ただ、今は積極的に取り組んでいこうとい

う形になっているのであれば、やはり情報発

信、情報収集も積極的にそれらを使ってやる。

橋本市がどうしても情報発信力が弱いんであ

れば、ほんまの市民協働だと私は思っておる

んです。例えば、さっきのインスタでもいい

んですけども、写真を使って市が仮に何かＰ

Ｒのものをつくったとしたら、個人が拡散し

てくれます。例えば、ＰＲ動画を募集して、

仮におもしろいのが出て市が採用したと思っ

たら、個人が拡散するから個人のつながりっ

ていっぱい増えると思うんです。そこに期待

するものが非常に大きいと思うので、私はこ

れを言っているんですけども、これはまだ今

からの話なんでどないなるかわからんけど、

そういうのも含めて考えていけるのではない

でしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）田中議員の質問にお答

えをします。 

 確かに、そのとおりなんです。これから新

しい手法というのをいかに取り入れていくか

というのが大きな課題なんです。反面、それ

が市役所でできるかという問題もある。先ほ

どシティセールス推進課がイベント屋になっ

ている、これも事実なんです。その中で、さ

らにそれをということができるかという問題

も、実は裏にある。その中で私らが今、考え

ている、信愛女子短期大学の皆さんの提案も

いいただいて、そういう新しい情報発信をし

ていこうという部分をやっているわけで、私

たちとしても、あるいは事業者が中心に本当

はやるべきことなんですよ。何で行政がそこ

までやるのかという問題もあるんです。 

 事業者が本来ならば、オムレツでもそうで

しょう。オムレツでも事業者がもっと───

─────、このオムレツおいしいよという

ふうな動画を見せるとか、そういう提案をや

っぱりもっともっとしていかなあかんわけで

すよ。くにぎ広場もそうです。全然私にとっ

たら不満足で、いつまでやってるんやと、も
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っと新しい発想で物事を考えていかなあかん

のと違うかというところの部分もあるわけで

すよ。 

 だから、これからというのは先ほど議員が

言われたように、市民協働という部分はもち

ろん必要ですし、できるだけそういう事業者

であるとか、市民の皆さんにいいものをつく

っていただくということも大事ですし、外か

ら見て魅力を感じた人たちが、動画を上げて

くれるというふうなことも大事になってくる

わけなんですよ。だから、これからはそれを

どういうふうにつくり上げていくか。ほんま

に行政だけでやっていくことができるのかと

いうふうな問題もあるわけなんで、今ようや

くそういうのを経済推進部の中でインスタグ

ラムの上げ方まで勉強してもらっています。

講習もやってもうてます。 

 そういう中で、こういう形がいいやろうで

はなくて、やっぱり一つ一つ積み上げていか

ないと、なかなかうまいこといかんというも

のであると思うんです。まして、27年に説明

していただいた、先ほど議員が言われたよう

に、30年になったらこんなことになってます

よという状況なので、そういう中でどういう

対応をしていけるのか。もっと市民の力をか

りて、そういう情報発信していくようなグル

ープをつくってもらうのか、例えば、ＤＭＯ

にそれを委託してやってもらうのか。やっぱ

りそういう部分のこれから検討をしていく中

で、ここの部分についてはつくり上げていき

たいなと思っているんです。 

 部長の立場として、なかなか「やります」

というのは簡単に言えへんので、言うとやっ

ぱり、議場で言うたことは絶対やれというの

は私の主義なんで、それをやっていくために

は、やはりどういうふうな形で進めていくの

かということをこれから検討させていきます

ので、また市民の皆さんにはどういう協力を

してもらうのか、あるいは、ＮＰＯをつくっ

てもらうのか、逆に、ボランティアでやって

もらうのか、ブランド推進室でその情報を発

信していくのか。クラウドファンディングに

なってくると、また総合政策部という、ぐち

ゃぐちゃになってくるので、そういう中で一

番ええ方法をできるだけ早いうちに決定して、

橋本市のいいところを発信、もっともっと興

味を持ってもらえる情報を出していくという

方向で検討をしていますので、今、なかなか

直接聞かれても、ああいう答弁しかできへん

と思いますので、またご協力いただくことを

お願いします。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）私の考えと、市長が言

われたのはもっともやし、ほぼほぼ一緒やと

思うんです。そのスタートの一つとして、こ

んなんはどうですかというだけなので、そこ

は十分に理解しております。この内容も29年

の３月にもやっているし、その後もどうとい

う話も、原課にも行って話をやっている以上、

進んでいるかな、ちょっとは考えてくれてる

んかな、それが結果、インスタになった。そ

れはもうええことやと思っています。 

 あと、答弁にもありました紙芝居の動画の

やつも、どうしても閲覧数が少ないというん

かな。一番多いので三千ちょっと、少ないの

で400ぐらい。市の公式のユーチューブのペー

ジ、登録をさっき見たら78件でした。そうい

うのも、これは私の勝手な思いなんですけれ

ども、例えば、市の職員に自分のところのタ

イムラインであったり、フェイスブックであ

ったり、ＳＮＳで拡散してよというのも、も

しかしたら一つかもしれへんし、私らも定期

的にのっけてシェアしたりするんですけれど

も、やっぱりその広がりをつくっていくとい

うのは大切だと思うんですよ。 

 この提案というのはそういうことを考えて
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やっていますので、今、もちろん職員さんに

それをやってくれと頼むのも難しいかもしれ

ませんけれども、ただ、もっともっと閲覧数

が増えたら、もっと橋本市が注目を浴びると。

その結果、もしかしたらそこへ来て写真があ

った。それを見て映像の製作会社がおもしろ

いやんという、そのスタートの段階をつくり

たいという内容なので、ぜひ、言うている内

容は同じやと思いますので、よろしくお願い

します。 

 それと、この星のやつかって一緒なんです

よ。一つのきかっけとして、こういうのもあ

りますよ。環境省がやっているのも知ってお

ります。橋本市、都会に一番近い田舎で、や

っぱり暗いところが多いですよね。マニアと

いうのは、どこへでも行きます。私も星が好

きでいろんなところを走り回っています。で

すから、これも例え話なんですけれども、嵯

峨谷の山村交流センター、もう補助金の枠は

外れたと思います。じゃ、将来、地元は泊ま

るのは嫌やという話は聞いておるんですけど

も、将来、もしかしたら宿泊施設になるのか

もしれない。例えば、やどりなんかでも、暗

くてええところやと思うんですよ。そういう

のもあるよという発信をしていけたらな。 

 でも、それを市の方に夜の写真をとってき

てと言えれへんから、そこで、２、３に絡ん

で、市民からこういうのを集めてはどうです

かというところなんですけども、一応、確認

で、山村交流センター、地元同意のことはわ

かっています。ただ、補助金の枠は外れたの

で、仮に星空のときに、将来、宿泊としても

可能性はあるのはあるんですよね。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）嵯峨谷の山村

体験交流促進センターにつきましては、建て

てから10年経過しておりますので、今、何に

使ってもいいという、そういうわけにはいか

んのですが、目的を逸脱しない、地域の森林

景観を活用して林業体験等を通して、都市と

の交流を促す。そういう目的であれば、特に

縛りはありません。 

 そういう状況の中で、ただ、宿泊施設とな

ると、少しの条件がやっぱり必要になってき

ます。ちゃんとした宿泊所とすれば、なかな

か消防法の関係とかいろんな法的な問題があ

るんですが、例えば、簡易宿泊所というよう

なそういう形にすれば、大きな施設の投資す

るような整備は必要なかろうかと思います。

ただ、シャワー室を条件に応じたような形の

お風呂にするか、拡張していく必要があろう

かと思います。 

 これは簡易宿泊施設というのは、誰でも泊

まったらいい、不特定多数の人に泊まってい

ただいてもいいというものではなくして、き

っちりした相手を決める必要があります。例

えば、学校の合宿であったり、スポーツの合

宿であったり、そういう目的の宿泊施設であ

れば、比較的法的な問題についてもクリアで

きろうかと思っております。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君。 

○11番（田中博晃君）これも例え話やったん

であれなんですけど、将来できるんかなと。

そうなったときに、実際、私もよく星を見に

行きますけれども、例えば、高野口やったら、

庚申山に行ったりですとか、橋本市やったら

くにぎ広場の周辺に行ったりとかしても、結

構、やっぱり見に来る人っていてるんですよ

ね。九度山やったら、あまびきさんの下の展

望台付近はかなりの人がいてますし、そうい

うのって、夜のことなのでお金が落ちるかど

うか、また、人が来ることでやかましいやん

とかという話も、そういうのも反面、危険性

はあるんですけれども、ただ、大阪からすご

い近い田舎よな、暗いよな、ここというので、

もしかしたら将来、人を集める一つの材料に



－128－ 

なるかもしれない。 

 答弁でも、いろいろなことを研究してくれ

るということだったのでそれで結構なんです

けれども、やはりそういったのも使えていけ

たら、もっともっと橋本市って外へ広がって

いけるんじゃないかというような思いです。 

 これで終わります。 

○議長（岡 弘悟君）11番 田中君の一般質

問は終わりました。 

○20番（辻本 勉君）先ほどの市長の答弁、

ちょっと不適切な答弁があったと思うんです。

あれについてはぜひとも、議事録に載るとあ

れなんで、できたら訂正をしていただいたら

いいと思うんです。 

○議長（岡 弘悟君）先ほどの市長の発言の

件に関して、一部を削除してもよろしいでし

ょうか。ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）この際、午後２時50分

まで休憩いたします。 

（午後２時33分 休憩） 

      

 


